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　子供の頃からお絵かきが好きで、将来の夢は絵
を描く仕事。創造表現コースに入る生徒はそんな
人が多いでしょう。勿論、私もその一人でした。
高校 3年生の時に作った短編アニメがコンテスト
で大賞を受賞。私は有頂天になって自分にアニメ
の才能があると信じました。そして何本も作品を
作り、そのうちの １本がとある会社に気に入られ、
アニメーション作家としてデビュー。今に至ります。
　しかし才能を信じられたのは最初だけ。仕事を
続けて１0年、自分の実力不足に泣く事はしょっ

ちゅう。描くのを辞めようと思った事も何度も
あります。でもそんな時、いつも思い出すの
は？……美術棟の廊下で行われる、デッサンの講
評風景でした。友達と実力を比べられ、自分が下
手なのが恥ずかしかった。先生に未熟だと言われ、
悔しくてこっそりトイレで泣いた。それでも「次
こそはいい物を」と思い、イーゼルの前で鉛筆を
握ったあの日々。基町での三年間は、私の人生の
基盤です。

　ぼくは高校生のころから、美術に限らず「同時
代」で起きている事柄に興味がありました。そし
て、この時代ならではの表現、それに最も近いジャ
ンルが「現代美術」です。現代美術には、メディ
アによる規定がありません。絵画、映像、インス
タレーションとなんでもありの世界。ただ、そん
な世界でもひとつだけ求められるものが「当事者
意識」です。「なぜ、あなたがその表現をするの
か？」という問いに答えを与えられるのは、ほか
ならぬあなたのみ。無数の他者から浴びる厳しい

視線を経て、その人自身の当事者性と表現が結び
ついたとき、その時代ならではの表現、「現代美術」
が立ち上がります。創造表現コースを卒業して以
来、ずっとぼくはこの舞台で格闘してきました。
それは「誰か」に答えを求める人にとっては極限
まで孤独で厳しい世界ですが、「自身」に答えを
求める人にとっては極限まで自由な世界です。な
ぜ、あなたがそれを作るのか？　自身の制作に向
き合うとき、その問い掛けを自らへ厳しく求めて
みてほしいと思います。

山本　蒼美

原田　裕規

絵を描く事が嫌になった時、思い出す風景は？

自らの当事者意識と向き合うこと
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アニメーション作家

美術家

１990年　�広島県出身
２0１0年　�比治山大学短期大学部�美術科

を卒業
２0１１年　�オリジナルアニメーション「こ

の男子、宇宙人と戦えます。」
を発表。

２0１3年　�TVアニメ「メガネブ！」監督
２0１7年　�漫画家デビュー
現　在　�オリジナルアニメーションの制

作中。

１989年　�山口県生まれ
２0１3年　�武蔵野美術大学造形学部芸術文

化学科卒業
２0１6年　�東京藝術大学大学院美術研究科

修士課程先端芸術表現専攻修了
２0１7年　�文化庁新進芸術家海外研修制度

研修員としてニュージャージー
に滞在

社会の中で取るに足らないとされている
にもかかわらず、広く認知されているモ
チーフを取り上げ、議論喚起型の問題を
提起するプロジェクトで知られる。代表
的なものに「ラッセン」や「心霊写真」
を扱ったものがある。主な個展に「写
真の壁：Photography�Wall」（原爆の図�
丸木美術館）、編著書に『ラッセンとは
何だったのか？』（フィルムアート社、
２0１3年）など。

オリジナルアニメーション
「この男子、宇宙人と戦えます。」

編著書『ラッセンとは何だったのか？』
（フィルムアート社、２0１3年）書影

個展「写真の壁：Photography�Wall」（原爆の図�丸木美術館、２0１9年）展示風景

TV�アニメ「メガネブ！」・オリジナルアニメーション「この男子、石化に悩んでいます。」
・漫画「この男子、シェアハウスで小説書いてます。」


